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く
、
農
林
水
産
省
も
振
興
策
に
本
腰
を
入

れ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
現
状
を
変
え
、

新
た
な
需
要
市
場
を
創
出
す
る
た
め
に
、

消
費
者
や
流
通
業
者
、
料
理
人
な
ど
が
協

働
し
、ど
の
よ
う
な
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン（
※

注
＝
一
次
生
産
か
ら
最
終
消
費
ま
で
の
流

れ
）を
開
発
で
き
る
か
を
議
論
し
よ
う
─

─
と
い
う
の
が
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

目
的
で
あ
る
。

　

会
場
の
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
に
は
、

家
畜
福
祉
に
関
心
を
持
つ
２
０
０
人
ほ
ど

が
全
国
各
地
か
ら
参
集
し
た
。
午
前
中
は

４
人
の
研
究
者
に
よ
る
国
内
外
の
現
状
報

告
、
午
後
は
民
間
の
事
例
紹
介
が
あ
り
、

パ
ネ
ル
討
論
で
議
論
を
深
め
て
い
っ
た
。

　

冒
頭
、
同
大
学
名
誉
教
授
で「
農
業
と

動
物
福
祉
の
研
究
会
」代
表
世
話
人
の
松

木
洋
一
さ
ん
は
、
Ｅ
Ｕ
の
家
畜
福
祉
政
策

は
、
畜
産
動
物
を「
感
受
性
の
あ
る
生
命

存
在
」と
位
置
づ
け
た
、
１
９
９
７
年
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
議
定
書
か
ら
始

ま
っ
た
─
─
と
前
置
き
し
て
、
現
状
を
解

説
し
た
。
近
年
、
Ｅ
Ｕ
は
鶏
の
ケ
ー
ジ
飼

育
の
全
面
禁
止（
２
０
１
２
年
）や
妊
娠
豚

用
の
ス
ト
ー
ル（
柵
）の
禁
止（
13
年
）を
決

め
て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
は
18
年
ま
で
に
雄

子
豚
の
去
勢
を
廃
止
す
る
方
針
を
表
明
す

る
な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
と
い
う
。

　

日
本
を
含
む
１
８
０
カ
国
・
地
域
が
加

盟
す
る
Ｏ
Ｉ
Ｅ（
世
界
動
物
保
健
機
関
）は

05
年
以
降
、
国
際
的
な
家
畜
福
祉
の
基
準

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
が
、
今
年
の
総
会

で
策
定
予
定
だ
っ
た
乳
牛
の
基
準
に
は
反

対
論
が
強
く
、
策
定
は
来
年
に
先
送
り
さ

れ
た
。
松
木
さ
ん
は「（
欧
米
か
ら
認
証
済

み
の
）ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
商

品
の
輸
出
攻
勢
が
始
ま
る
と
、
日
本
の
畜

産
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
全
畜
種
の
基

準
策
定
ま
で
数
年
か
か
る
の
で
、
そ
の
間

に
日
本
の
畜
産
を
ど
う
す
る
か
議
論
し
よ

う
」な
ど
と
問
題
提
起
し
た
。

　

研
究
者
の
報
告
の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

畜
産
食
品
の
認
証
シ
ス
テ
ム
が
浸
透
し
、

ケ
ー
ジ
で
の
飼
育
禁
止
の
流
れ
を
受
け
た

対
応
を
学
ぼ
う
と
日
本
の
大
手
養
鶏
業
者

が
大
挙
し
て
ア
メ
リ
カ
視
察
に
訪
れ
て
い

る
な
ど
、
興
味
深
い
話
が
続
い
た
。

　

午
後
の
部「
消
費
者
、
流
通
企
業
、
レ

ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
食
品
の
取
り
組
み
」で
発
表
し
た

の
は
８
人
。
店
舗
を
持
た
な
い
生
協
、
産

直
品
の
宅
配
事
業
体
、
量
販
店
、
放
牧
養

豚
や
加
工
に
も
取
り
組
む
飲
食
店
な
ど
を

切
り
盛
り
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。

　

３
つ
の
生
協
陣
営（
生
活
ク
ラ
ブ
、
パ

ル
シ
ス
テ
ム
、
東
都
生
協
）は
、
産
直
事

業
を
積
み
重
ね
て
き
た
共
通
点
を
持
つ
。

い
ず
れ
も
国
産
飼
料
を
重
視
す
る
循
環
型

の
農
場
と
提
携
し
、
投
薬
を
控
え
た
り
、

非
遺
伝
子
組
み
換
え（
Ｇ
Ｍ
）飼
料
を
使
っ

た
放
牧
牛
の
肉
や
平
飼
い
飼
育
の
鶏
卵
な

ど
の
産
直
を
進
め
て
き
た
。

　

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
連
合
会（
32
単
協
・

組
合
員
数
34
万
人
）は
、
05
年
に
全
中
主

催
の
シ
ン
ポ
で
家
畜
福
祉
の
報
告
を
聞
い

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
５
年
前
か
ら
こ
の

問
題
の
学
習
会
や
現
地
視
察
な
ど
に
取
り

組
む
。
同
連
合
会
事
業
管
理
部
長
の
吉
田

弘
之
さ
ん
は
、「
今
後
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
の
評
価
・
飼
養
体
系
を
ど
う
作
っ

て
い
く
か
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
食
べ

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から

連載第 133 回

「アニマルウェルフェア畜産」の今（その 5）
シンポジウム報告：需要システムをいかに実現するか

立
ち
遅
れ
て
い
る
日
本
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家

畜
福
祉
）畜
産
シ
ス
テ
ム
を
発
展
さ
せ
る
に
は
、
需
要
市

場
の
創
出
が
欠
か
せ
な
い
。
生
協
や
産
直
の
宅
配
事
業
体
、

流
通
企
業
、
料
理
人
な
ど
が
協
働
し
、
ど
の
よ
う
な
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
を
開
発
で
き
る
か
を
議
論
す
る
な
か
で
、
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
の
可
能
性
を
探
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
７
月
５
日
、
東
京
都
内
で
開
か
れ
た（
主
催
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の「
農
業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会
」）。
動
物
の
生
理

に
適
う
飼
育
方
法
な
ど
家
畜
福
祉
に
つ
な
が
る
実
践
例
が

紹
介
さ
れ
た
が
、
消
費
者
の
理
解
は
ま
だ
ま
だ
低
い
。
シ

リ
ー
ズ
の
第
５
回
は
、
需
要
拡
大
に
は
関
連
食
品
の
認
証

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
、
シ
ン
ポ
の
や
り
取
り
な
ど
を
報
告
す
る
。

　

戦
後
、
日
本
に
導
入
さ
れ
た
工
業
的
な

畜
産
か
ら
、
健
康
的
な
飼
育
方
法
に
よ
っ

て
安
全
で
高
品
質
の
食
品
を
生
産
・
供
給

す
る「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家
畜
福

祉
）畜
産
」へ
転
換
し
て
い
く
に
は
、
新
た

な
需
要
の
開
発
が
欠
か
せ
な
い
。

　

取
り
組
み
が
進
む
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）で

は
、
家
畜
福
祉
基
準
が
作
成
さ
れ
、
生
産

農
家
に
対
す
る
補
助
金
の
支
給
も
実
施
中
。

食
品
企
業
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
商

品
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
世
界
市
場
を

視
野
に
入
れ
た
販
路
開
拓
に
も
乗
り
出
し

て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
生
産
・
流
通
・
消
費
の
各

分
野
と
も
家
畜
福
祉
に
対
す
る
関
心
が
低

ケ
ー
ジ
飼
い
を
禁
止
し
た
Ｅ
Ｕ

国
際
基
準
の
策
定
作
業
も
進
む

産
直
・
無
店
舗
型
の
生
協
は

独
自
の
取
り
扱
い
基
準
も
設
定

▲シンポジウムには全国各地から 200 人近い参加
者が訪れ、事例報告などに耳を傾けた

◀放牧養豚の取り組みが静かに広がる。一般的な
養豚場より長く飼育し、高品質の肉の生産につな
げている

世
界
で
進
む
家
畜
福
祉
に
よ
る
畜
産
革
命

求
め
ら
れ
る
価
値
観
の
転
換
と
市
場
創
出

アニマルウェルフェア食品の需要開発をテーマに開催したシンポジウムでは、研究者からの報告と生協や流通企業、料理人、小規模生産者による事
例発表が行なわれ、認証システムづくりの重要性などについて議論した（７月５日、東京の日本獣医生命科学大学で）



100
THE HOPPO JOURNAL2014. 9 .

“農と食”

北の大地から

101
THE HOPPO JOURNAL 2014. 9 .

東
都
生
協
は
、
北
里
大
学
八
雲
農
場
の
牧

草
だ
け
で
育
て
た「
北
里
八
雲
牛
」（
08
年

12
月
号
の
本
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
）や
、
北

海
道
産
の
放
牧
豚
や
有
機
卵
を
供
給
す
る

な
ど
本
道
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
。
飼
料

や
投
薬
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
飼
養
管
理
、

環
境
配
慮
に
関
す
る
18
項
目
の「
畜
産
物

取
り
扱
い
基
準
」を
設
け
、
産
直
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
同
生
協
常
務
理
事
の
風

間
与
司
治
さ
ん
は
、

「
北
里
八
雲
牛
は
登
録
制
で
１
頭
丸
ご
と

供
給
し
て
い
る
。
組
合
員
の
利
用
率
は
全

体
の
１
％
。
枝
肉
価
格
は
関
東
産
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
に
比
べ
３
割
高
で
、
有
機
の
八
雲

牛
に
な
る
と
プ
ラ
ス
３
割
高
。
高
年
齢
の

組
合
員
の
購
入
が
多
い
が
、
そ
れ
は
自
給

飼
料
１
０
０
％
を
支
持
し
て
い
る
の
で
は

る
場
に
引
き
寄
せ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
が
、
提
携
す
る
生
産
者
の
牛
肉
は
30
％

の
組
合
員
し
か
購
入
し
て
い
な
い
。
割
高

感
を
ど
う
理
解
す
る
か
整
理
し
に
く
い
」

と
、
な
か
な
か
組
合
員
に
浸
透
し
な
い
現

状
を
紹
介
し
た
。

　

関
東
・
中
部
の
１
都
９
県
の
生
協
で
つ

く
る
パ
ル
シ
ス
テ
ム（
組
合
員
１
２
０
万

人
）は
、
国
産
飼
料
１
０
０
％
で
育
て
た

ア
ン
ガ
ス
牛
の
赤
身
肉
や
、
開
放
鶏
舎
で

非
Ｇ
Ｍ
飼
料
を
与
え
て
育
て
た
地
鶏
肉
や

鶏
卵
を「
コ
ア
・
フ
ー
ド
」と
命
名
し
、
産

直
事
業
を
進
め
る
。
提
携
農
場
と
と
も
に

家
畜
福
祉
の
学
習
会
を
開
く
一
方
、
４
年

前
に
は「
畜
産
生
産
指
標
」も
作
成
し
た
。

現
在
、
週
30
万
パ
ッ
ク
を
扱
う
鶏
卵
の
１

割
を
平
飼
い
卵
で
占
め
る
と
い
う
。

「
カ
タ
ロ
グ
注
文
や
予
約
登
録

制
で
供
給
す
る
が
、
組
合
員
に

産
直
の
取
り
組
み
が
伝
わ
り
に

く
い
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ（
狂
牛
病
）や
口

蹄
疫
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
発
生
で
、
消
費
者
が
畜
産

の
現
場
を
見
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
」

　

と
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
協
連
合

会
産
直
開
発
課
長
の
高
橋
英
明

さ
ん
。

　

23
万
人
の
組
合
員
を
擁
す
る

な
い
か
」と
現
状
を
分
析
し
た
。

　

宅
配
事
業
体
か
ら
は
、
㈱
大
地
を
守
る

会（
利
用
者
数
17
万
人
）と
㈱
ら
で
ぃ
っ

し
ゅ
ぼ
ー
や（
会
員
数
12
万
人
）の
産
直
責

任
者
が
発
表
に
立
っ
た
。

「
日
本
の
畜
産
農
家
が
６
万
戸
を
割
り
込

む
な
か
で
今
後
、
必
要
な
こ
と
は
ブ
ラ
ン

ド
化
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
取
り

組
み
だ
ろ
う
。
認
証
や
ラ
ベ
ル
の
表
記
に

お
金
は
か
か
る
け
れ
ど
、
そ
こ
が
ク
リ
ア

で
き
る
と
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
商
品

は
面
白
い
と
思
う
。
理
解
し
て
く
れ
る
消

費
者
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
」と
、
大
地
を
守
る
会
生

産
部
長
の
嶋
田
昌
紀
さ
ん
。

　

ら
で
ぃ
っ
し
ゅ
ぼ
ー
や
は
、
商
品
の
取

り
扱
い
基
準
の
な
か
で
、
①
家
畜
の
生
理

に
適
合
し
た
飼
育 

②
抗
生
物
質
な
ど
の

投
薬
の
原
則
禁
止 

③
非
Ｇ
Ｍ
飼
料
の
使

用 
④
環
境
に
配
慮
し
て
育
て
る
─
─
の

４
項
目
を
畜
産
物
の
生
産
・
製
造
基
準
に

し
て
き
た
。
①
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
に
該
当
す
る
。

　

同
社
食
品
課
長
の
小
林
哲
雄
さ
ん
は
、

非
Ｇ
Ｍ
飼
料
の
取
り
組
み
が
先
行
し
、
現

時
点
で
は
容
認
し
て
い
る
家
畜
福
祉
上

の
問
題
点
と
し
て
、
鶏
の
デ
ビ
ー
ク（
注

＝
く
ち
ば
し
の
先
端
を
切
断
す
る
こ
と
）、

豚
の
去
勢
や
耳
刻
、
牛
類
の
除
角
、
肉
牛

の
去
勢
、
羊
の
断
尾
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

肉
用
鶏
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド

（
Ｐ
Ｂ
）商
品
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
、
イ

オ
ン
リ
テ
ー
ル
中
国
イ
オ
ン
高
級
経
理
の

篠
原
雅
義
さ
ん
は
、
中
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
自
社
農
場
で
畜
舎
の
ア
ン
モ
ニ
ア

や
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
測
定
や
、
敷
料
を

増
や
し
て
床
の
状
態
を
改
善
し
た
経
緯
な

ど
を
紹
介
。
今
後
、
食
の
安
全
・
安
心
の

問
題
と
し
て
、
動
物
福
祉
へ
の
社
会
的
要

求
が
強
ま
る
と
指
摘
し
た
。

　

帯
広
市
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ
ン

チ
ョ
・
エ
ル
パ
ソ
」を
経
営
す
る
一
方
、

幕
別
町
の
公
共
牧
場
跡
地
で
１
０
０
０
頭

ほ
ど
の
放
牧
養
豚
に
取
り
組
む
平
林
英
明

さ
ん（
昨
年
12
月
号
で
紹
介
）は
、
飼
育
期

間
を
２
カ
月
ほ
ど
延
ば
し
、「
ど
ろ
ぶ
た
」

の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
出
荷
し
て
き
た
。
自
社

で
加
工
も
手
が
け
て
お
り
、
最
近
は
豚
肉

の
脂
質
に
含
ま
れ
る
オ
レ
イ
ン
酸
に
着
目
。

一
般
の
豚
肉
は
含
有
率
が
20
〜
30
％
な
の

に
対
し
、「
ど
ろ
ぶ
た
」は
40
％
台
に
達
す

る
と
い
う
。
５
日
前
に
屠
殺
さ
れ
た
豚
の

肉
を
会
場
に
持
ち
込
み
、
分
析
機
器
メ
ー

カ
ー
の
職
員
が
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
57
％

と
い
う
高
い
数
値
が
出
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
被
害
か

ら
生
き
残
っ
た
豚
を「
有
難
豚（
あ
り
が
と

ん
）」と
名
付
け
、
消
費
者
参
加
型
の
豚
の

飼
育
を
め
ざ
す
の
は
、
宮
城
県
の
ホ
ー
プ

フ
ル
ピ
ッ
グ
代
表
の
高
橋
希
望
さ
ん
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
新
た
な
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
商
品
の
開
発
を
模

索
し
て
き
た
経
緯
を
語
っ
た（
103
ペ
ー
ジ

に
要
旨
を
紹
介
）。

　

こ
う
し
た
発
表
を
受
け
、
座
長
役
の
松

木
洋
一
さ
ん
が
こ
う
課
題
を
提
起
し
た
。

「
家
畜
福
祉
は
、
畜
産
と
い
う
産
業
の
大

革
命
で
あ
り
、
価
値
観
の
転
換
が
伴
う
問

題
。
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
を
単

に
物
と
し
て
捉
え
、
品
質
や
価

格
の
話
を
す
る
と
基
本
を
見

失
っ
て
し
ま
う
。
欧
米
人
が
伝

統
的
な
美
食
文
明
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考

え
る
べ
き
だ
。（
歴
史
的
に
も
）

日
本
と
は
家
畜
と
の
関
係
の
持

ち
方
が
全
く
違
う
な
か
で
、
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
の

荒
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
そ

こ
の
と
こ
ろ
を
見
失
わ
ず
に
議

論
し
て
ほ
し
い
。

　

生
協
や（
宅
配
事
業
体
な
ど

の
）生
協
的
な
活
動
は
曲
が
り

角
に
き
て
い
る
。
職
員
・
組
合

員
教
育
の
な
か
で
、『
な
ぜ
家
畜

福
祉
が
必
要
か
？
』を
め
ぐ
る
認
識
が
深

ま
っ
て
い
る
の
か
。『
流
通
や
消
費
者
は
本

当
に
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
を
求

め
て
い
る
の
か
』『
欧
米
の
よ
う
な
認
証
制

度
が
必
要
な
の
か
』を
め
ぐ
る
各
組
織
の

考
え
方
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
」

　

そ
し
て
議
論
は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
食
品
の
需
要
拡
大
計
画
に
移
る
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
教
授
の
植

木
美
希
さ
ん
は「
イ
オ
ン
な
ど
大
手
ス
ー

パ
ー
が
消
費
者
教
育
の
視
点
を
積
極
的
に

入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
事
。
Ｏ
Ｉ
Ｅ

は
動
物
福
祉
を
重
視
し
て
お
り
、
獣
医
師

の
役
割
も
大
き
い
」と
指
摘
し
た
。

　

生
協
陣
営
か
ら
は
、

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
農
産
物
の
認
証
取
得
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
な
か
な
か
消
費
者
に

浸
透
し
な
い
。（
慣
行
品
と
の
）価
格
差
の

問
題
も
あ
る
」（
パ
ル
シ
ス
テ
ム
）

　

と
嘆
く
声
の
一
方
で
、

「
畜
産
物
の
場
合
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
よ
り
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
の
ほ
う
が
取

り
組
み
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
消
費
者

が
畜
産
の
現
場
を
見
る
機
会
が
失
わ
れ
て

い
る
な
か
で
、
赤
身
肉
や
放
牧
に
対
す
る

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。
丁
寧
に
粘
り
強

く
や
る
し
か
な
い
」（
東
都
生
協
）

　

と
い
う
前
向
き
な
発
言
も
あ
っ
た
。

　

欧
米
で
は
、
動
物
保
護
団
体
や
業
界
団

体
が
作
成
し
た
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

認
証
基
準
に
適
合
し
た
畜
産
食
品
が
大
手

ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
並
び
、
年
を
追
っ

て
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太

平
洋
連
携
協
定
）な
ど
の
動
き
次
第
で
は
、

こ
う
し
た
畜
産
商
品
の
輸
出
攻
勢
が
強
ま

る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
。
家
畜
福
祉
に

対
す
る
認
知
度
が
低
い
日
本
で
も
、
認
証

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
急
務
だ
ろ
う
。

　

帯
広
畜
産
大
学
講
師
で「
北
海
道
・
農

業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会
」代
表
の
瀬
尾

哲
也
さ
ん（
２
月
号
で
紹
介
）は
、

「
い
ろ
ん
な
人
が
声
を
上
げ
、
商
品
に
も ＥＵは 2012 年からケージ飼育を全面禁止した。日本ではアニ

マルウェルフェアに適った飼育方法に近い平飼い養鶏はまだ少
数派だ（「メノビレッジ長沼」で）

断尾された北海道内の乳牛。アニマルウェルフェ
ア畜産では、こうした処置は禁止されている

欠
か
せ
な
い
価
値
観
の
転
換

認
証
制
度
め
ぐ
り
相
次
ぐ
提
案

機
能
性
や
環
境
改
善
に
も
着
目

模
索
す
る
宅
配
事
業
や
量
販
店

家畜福祉の課題を提起した「農業と動物福祉の研究会」
代表世話人の松木洋一さん

会場ではエルパソ牧場産豚肉のオレイン酸含有率を測定する場面も。
慣行飼育の豚肉の２倍近い数値を示した
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を
守
る
会
）、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
認
証
基
準

の
資
格
を
と
り
、
そ
こ
の
認
証
マ
ー
ク
が

付
く
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
」

（
エ
ル
パ
ソ
牧
場
の
平
林
さ
ん
）、「（
一
般

社
団
法
人
・
日
本
草
地
畜
産
種
子
協
会
が

創
設
し
た
）放
牧
畜
産
の
認
証
制
度
を
取

り
入
れ
て
や
っ
て
い
く
方
法
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
」（
有
難
豚
の
高
橋
さ
ん
）な
ど

の
声
も
あ
っ
た
。

　

認
証
制
度
を
め
ぐ
る
議
論
は
緒
に
つ
い

た
ば
か
り
で
あ
り
、
具
体
化
す
る
の
は
も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　

家
畜
福
祉
先
進
国
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

大
手
ス
ー
パ
ー
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
食
品
の
開
発
を
牽
引
し
て
い
る
。

　

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
の
篠
原
さ
ん
は
、「
今

後
の
食
品
市
場
は〝
上
質
化
〟と〝
価
格
志

向
〟の
二
極
化
が
進
む
だ
ろ
う
。
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
は
上
質
化
を
志
向

し
、
顧
客
に『
こ
う
し
た
家
畜
の
育
て
方

を
し
て
い
る
』と
知
ら
し
め
る
も
の
。
業

界
や
国
、
世
界
の
関
連
団
体
を
巻
き
込

ん
で
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
」と
強
調
し
た
。

当
日
の
配
布
資
料
に
は
、

①
畜
産
業
界
で
構
成
す
る
推
進
委
員
会
が

　「
動
物
福
祉
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成

『
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
○
○
』と
書
く

こ
と
が
認
証
基
準
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
。

声
を
出
す
こ
と
が
大
事
だ
」

　

と
力
を
込
め
て
い
た
。

「
認
証
マ
ー
ク
が
あ
る
ほ
う
が
消
費
者
に

は
分
か
り
や
す
い
。
購
買
す
る
人
が
増
え
、

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
理
解
に
つ
な

が
る
。
緩
や
か
に
認
証
マ
ー
ク
づ
く
り
を

始
め
る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
」（
大
地

　
す
る

②
各
農
場
で
実
際
に
使
え
る
チ
ェ
ッ
ク
リ

　
ス
ト
を
作
成
す
る

③
ウ
ェ
ブ
・
新
聞
・
雑
誌
の
活
用
や
勉
強

　
会
の
実
施
、
義
務
教
育
段
階
か
ら
の
取

　
り
組
み
な
ど
を
通
し
て
、
国
民
に
対
す

　
る
宣
伝
活
動
を
行
な
う

　

と
い
っ
た
篠
原
さ
ん
の
提
案
が
並
ぶ
。

こ
れ
ま
で
生
協
な
ど
が
担
っ
て
き
た
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
、
大
手
ス
ー
パ
ー
が
い

つ
、
ど
ん
な
形
で
本
格
化
さ
せ
て
い
く
の

か
─
─
今
後
の
動
き
を
注
視
し
た
い
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
の
需
要
拡
大
に
向

け
た
具
体
的
な
議
論
は
深
ま
ら
な
か
っ
た
。

座
長
の
松
木
さ
ん
は
、

「
各
組
織
が
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食

品
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
ど
ん
ど
ん
作
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の

な
か
で
積
極
的
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ

で
競
争
が
起
き
る
と
、
一
般
市
民
の
関
心

を
喚
起
で
き
る
。
Ｅ
Ｕ
な
ど
で
は
同
じ
商

品
に
い
く
つ
も
の
ロ
ゴ
が
付
い
て
い
る
。

途
中
で
変
化
し
て
も
い
い
か
ら
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
く
り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

　

と
、
発
表
し
た
人
た
ち
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
日
本
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
食
品
の
需
要
拡
大
計
画
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
、
と
印
象
づ
け
る
催
し
だ
っ
た
。

◆

　

戦
後
日
本
の
酪
農
・
畜
産
は
、
ア
メ
リ

カ
の
食
料
戦
略
に
利
用
さ
れ
る
形
で
、
鶏
、

豚
、
肉
牛
、
乳
牛
の
順
に
穀
物
を
多
給
す

る
工
場
型
畜
産
の
道
を
歩
み
、
家
畜
の
健

康
や
ス
ト
レ
ス
の
な
い
飼
育
環
境
は
蔑
ろ

に
さ
れ
て
き
た
。
狂
牛
病（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）や
口

蹄
疫
な
ど
の
大
量
発
生
を
反
省
し
た
Ｅ
Ｕ

は
、
家
畜
福
祉
の
推
進
に
舵
を
切
り
、
補

助
金
の
支
給
で
生
産
者
を
支
え
、
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
に
よ
っ
て
食
の
安

全
・
安
心
に
対
す
る
信
頼
を
取
り
戻
そ
う

と
し
て
き
た
。
日
本
が
手
本
に
し
て
き
た

ア
メ
リ
カ
で
も
、
州
に
よ
っ
て
は
鶏
の

ケ
ー
ジ
飼
育
を
禁
止
す
る
な
ど
方
針
転
換

を
進
め
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　

し
か
し
日
本
は
、
政
府
も
地
方
自
治
体

も
、
畜
産
振
興
の
な
か
に
家
畜
福
祉
を
き

ち
ん
と
位
置
づ
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
そ
れ
で
い
て
、
ど
こ
の
担
当
者
も

「
近
い
将
来
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
」と
口
を
揃
え
る
。
真
剣
さ
が

足
り
ず
、
農
水
省
に
至
っ
て
は
家
畜
福
祉

の
独
立
し
た
担
当
部
署
も
な
い
。

　

そ
ん
な
な
か
で
家
畜
福
祉
の
推
進
を
図

る
に
は
、
民
間
が
頑
張
る
し
か
な
い
と
実

感
し
た
一
日
だ
っ
た
。

■
農
業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会

http://w
w
w
.jfaw

i.org/
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道内では今春、動物福祉の研究会が誕生し、見学会や学習会などの取り組みを始めた
（６月７日、旭川市内の「クリーマリー農夢」で）

需
要
拡
大
へ
緒
に
つ
い
た
議
論

畜
産
振
興
へ
明
確
な
位
置
づ
け
を

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
見
学
会
も
開
き
、

飲
食
店
の
方
に
懇
意
に
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
お
中
元
や
お
歳
暮
に
使
っ
て
も
ら
う

販
売
方
法
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
向
け
の

講
演
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
原

宿
の
結
婚
式
場
で（
豚
肉
を
）婚
礼
料
理
や

引
き
出
物
に
す
る
商
品
開
発
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
包
装
の
仕
方
や
お
客
さ
ん

に
対
す
る
姿
勢
な
ど
、
味
覚
だ
け
で
な
い

価
値
を
ど
う
消
費
者
に
提
供
す
る
の
か
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

元
々
わ
た
し
は
養
豚
業
を
継
ぐ
気
は
な

か
っ
た
の
で
、
幼
稚
園
と
小
学
校
の
教
員
、

保
母
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。「
育
て

る
・
関
わ
る
・
食
べ
る
」の
う
ち「
関
わ
る
」

の
部
分
を
も
っ
と
や
っ
て
い
き
た
い
。
津

波
か
ら
助
か
っ
た
豚
は
残
り
11
頭
。（
宮
城

県
大
崎
市
に
あ
る
）鳴
子
温
泉
の
人
た
ち

と
知
り
合
い
、
こ
の
う
ち
の
数
頭
を
終
生

飼
育
で
き
な
い
か
と
話
し
合
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

施
設
と
資
金
が
大
き
な
課
題
で
す
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
も
い
る
の
で
、
１
頭
ず

つ
丁
寧
に
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に

適
っ
た
飼
育
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
推
進
品
」の

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
、
豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
確

立
を
め
ざ
し
た
い
。

　

わ
た
し
の
祖
父
母
の
代
か
ら
55
年
続
く

㈱
名
取
フ
ァ
ー
ム（
宮
城
県
名
取
市
）は
、

仙
台
空
港
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
、（
繁
殖
か

ら
肥
育
・
出
荷
ま
で
の
）一
貫
経
営
を
手

が
け
る
養
豚
農
家
で
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
直
後
、
津
波
で
施
設
は
全
壊
し
、
２

千
頭
の
豚
が
流
出
し
、
農
場
の
再
建
を
考

え
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

で
も
、
震
災
か
ら
２
週
間
ほ
ど
経
っ
た

と
き
、
豚
た
ち
が
帰
っ
て
き
て
い
た
の
で

す
。
倒
れ
た
タ
ン
ク
に
餌
が
残
っ
て
い
て
、

生
き
延
び
た
豚
た
ち
は
餌
の
場
所
を
探
し
、

み
ん
な
で
教
え
合
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か

に
５
頭
の
母
豚
が
見
つ
か
り
、
出
産
し
た

豚
も
い
ま
し
た
。
仙
台
空
港
脇
の
ト
ン
ネ

ル
に
１
頭
い
て
、
兄
が
発
見
し
た
と
き
に

は
、
瓦
礫
の
先
に
横
た
わ
る
豚
に
見
知
ら

ぬ
方
が
橋
を
架
け
、
お
菓
子
を
点
々
と
置

い
て
下
さ
っ
て
い
た
。
豚
を
助
け
て
く
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
仲
間
が
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を

創
っ
て
く
れ
て
、
海
外
か
ら
の
エ
ー
ル
も

届
き
ま
し
た
。
一
番
励
み
に
な
っ
た
の
は
、

食
の
現
場
の
課
題
を
共
有
し
て
解
決
し
あ

う
支
援
者
と
出
会
え
た
こ
と
。
ア
イ
デ
ア

を
出
し
あ
え
る
喜
び
が
食
の
安
全
・
安
心

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

生
き
延
び
た
豚
の
直
接
販
売
を
し
て
、

「
あ
り
が
と
う
」と
言
わ
れ
た
な
か
で
生
ま

れ
た
の
が「
有
難
豚
」で
す
。「
大
切
な
人
に

贈
る
豚
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
消
費
者
参

加
型
の
豚
の
飼
育
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

知
り
合
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
楽
曲
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
畜
舎
の
中
に
音
楽
を

流
し
て
聞
か
せ
、
一
緒
に
作
業
を
す
る
と

連
帯
感
が
生
ま
れ
る
。
豚
た
ち
も
心
な
し

か
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

豚
に
栗
を
与
え
、
探
索
行
動
を
満
た
す

飼
い
方
を
し
よ
う
と「
栗
あ
そ
び
豚
」を
数

頭
飼
育
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
栗
を
拾

い
、
豚
が
ど
う
育
つ
の
か
を
知
ら
せ
る
こ

と
で
一
体
感
が
す
ご
く
出
て
き
た
。
放
牧

養
豚
に
も
憧
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
出
荷
時
に
使
う
長

い
折
り
畳
み
式
の
通
路
を
使
い
、
一
部
、

放
牧
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
助
か
っ
た
有
難
豚
15
頭
を
東
京

都
世
田
谷
区
に
あ
る
吉
実
園（
造
園
業
）に

引
き
受
け
て
も
ら
い
、
放
牧
で
育
て
て
も

ら
い
ま
し
た
。
豚
た
ち
は
自
分
た
ち
で
工

夫
し
て
遊
ぶ
し
、
堆
肥
も
活
用
し
て
い
る

の
で
、
消
費
者
の
身
近
な
場
所
で
生
き
て

い
る
豚
の
価
値
を
お
伝
え
す
る
夢
が
叶
い
、

エルパソ牧場を見学する「有難豚」の高橋希望さん（昨年 10月）

消
費
者
参
加
型
の

　
　「
有
難
豚
」を
育
て
る

津
波
か
ら
助
か
っ
た
豚
た
ち

応
援
団
と
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
へ

宮
城
県
の「
ホ
ー
プ
フ
ル
ピ
ッ
グ
」代
表
　
高
橋 

希
望
さ
ん


